
作品番号：02600071

作品タイトル：唐花蒔絵挿鞋箱　（阿須賀神社伝来古神宝類のうち）

作家：

キャプション：木製、塗漆、銀粉、金銅（縁）,1合,   　挿鞋（そうかい）を収納するための箱であるが、明治時代以前の阿須賀神社の神宝目録には一度も記載されていない。箱の四隅を丸くし、蓋を盛り上げ、身と蓋の合わせ目に金銅製の縁を嵌（は）めた伝統的な構造である。黒漆地に銀平蒔絵で、蓋表と四側面のそれぞれの中央に唐花の丸文を、その周囲に唐花唐草を配している。蓋裏にも同技法で唐花の折枝をあしらう。身の内側は全面に、赤地に黄、白、藍三色の蓮華と萌葱（もえぎ）の茎を織り込んだ錦を貼り詰めている。

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：2519px × 2343px

印刷サイズ：18.3cm × 17cm

データサイズ：4.7MByte

ファイル形式：JPEG https://www.artefactoryimages.com/02600071/


